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１　化学品及び会社情報

製品の名称 ： ダイヤモンドハンドラッパー用ゴムパッド

製品の品番 ： T-DKSR-PT

整理番号 ： 201113001

推奨用途、特長 ： ダイヤモンドハンドラッパー用ゴムパッドです。

会社名 ： トラスコ中山株式会社

住所 ： 〒105-0004 東京都港区新橋４丁目28番1号

担当部門 ： 商品本部　ＰＢ品質保証課

発行連絡先 ： お客様相談室宛

電話 ： 0120-509-849

FAX ： 0120-509-839

２　危険有害性の要約 化学物質としての情報

GHS分類

健康に対する有害性

・ 急性毒性（経口） ： 区分4

生殖細胞変異原性 ： 区分１B

発がん性 ： 区分２

生殖毒性 ： 区分２

記載のないものは区分に該当しない、または分類できない。

GHSラベル要素

シンボル

： 【急性毒性】

絵表示

注意喚起語

： 危険

危険有害性情報

コード(H)

H 302 ： 飲み込むと有害

H 340 ： 遺伝性疾患のおそれ

H 351 ： 発がんのおそれの疑い

H 361 ： 生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い

注意書き

【安全対策】

コード(P)

P 202 ： 全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。

P 270 ： この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないこと。

P 264 ： 取扱い後はよく手を洗うこと。

P 281 ： 適切な個人用保護具を使用すること。

整理番号 201113001 製品名 ダイヤモンドハンドラッパー用ゴムパッド

作成改訂日 2021年11月30日 会社名 トラスコ中山株式会社

【生殖細胞変異原性】

製品安全データシート(SDS)
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【救急処置】

コード(P)

P 301+312 ： 飲み込んだ場合：気分が悪い時は医師に連絡すること。

P 331+330 ： 飲み込んだ場合：口をすすぐこと。

P 308+313 ： 暴露または暴露の懸念がある場合：医師の診断/手当を受けること。

【廃棄】

コード(P)

P 501 ： 製品/容器を国際/国/都道府県/市町村の規則に従って廃棄すること。

３　組成及び成分情報

単一製品・混合物の区分 ： 混合物

成分及び含有量 ： ウレタンフォーム、添加剤

化学式または構造式 ： 混合物のため特定できない。

４　応急措置

吸入した場合

： 直ちに、被災者を新鮮な空気のある場所に移す。

被災者を呼吸しやすい姿勢で安静にする。

気分が悪い時は医者の治療を受ける事。

皮膚に付着した場合

： 直ちに、汚染された衣服、靴などを脱ぐ。

皮膚を多量の水と石鹸で洗う。

皮膚刺激が生じた場合、気分が悪い時は医師の手当てを受ける。

汚染された衣類を再使用する前に洗濯する。

目に入った場合

： 直ちに流水で15分以上注意深く洗う。次にコンタクトレンズを着用していて用意に外せる場合には

外して洗う事。洗浄を続ける。

眼の刺激が持続する場合は、医師の診断、治療を受ける。

飲み込んだ場合

： 直ちに医師に連絡する。

速やかに、口をすすぎ、うがいをする。

医師の診断、治療を受ける。

５　火災時の措置

消火剤

： 火災の種類に応じて適切な消火剤を用いる。

使ってはならない消火剤

： 情報なし

特有の危険有害性

： 火災によって刺激性、又は毒性のガス又はヒュームを発生するおそれがある。

特有の消火方法

： 周囲に散水して冷却する。

６　漏出時の措置
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人体に対する注意事項、保護具及び緊急時の措置

：  砥粒層成分粉塵/ミスト/蒸気の吸入を避ける事。                                                      

： 換気が充分で無い場合には、呼吸用保護具を着用すること。

： 保護手袋を着用すること。

： 風上から作業する。

環境に対する注意事項

： 河川に流入することにより、環境影響を起こさない様に注意する。

除去方法

： 漏洩物を掃き集めて空容器に回収する。

７　取扱い及び保管上の注意

　　取扱い

技術的対策

： 排気装置を設けるか通気性を良くする。

適切な呼吸器保護具、保護手袋、保護眼鏡、保護衣、安全靴などを着用する。

身体洗浄、うがいができる洗浄設備を設置する。

注意事項

： 取扱い時は、落とさないこと、ぶつけないこと、転がさないこと。

製品の使用中、飲食および喫煙をしない。

熱、火花、火炎、高温のものから遠ざける。

屋外または通気性が良い場所で使用する。

使用後は手洗いを十分する。

　　保管

技術的対策

： 火気、熱源より遠ざける。

接触禁止物質

： 高温体との接触を避ける。

８　暴露防止及び保護措置

設備対策

： 排気装置を設けるか通気性を良くする。

身体洗浄、うがいができる洗浄設備を設置する。

保護具

　呼吸器用の保護具

： 必要であれば防毒マスクを着用すること。

　手の保護具

： 長時間または繰り返し接触する場合、耐油性のものを着用すること。

　目の保護具

： 必要であれば保護眼鏡を着用すること。

　皮膚及び身体の保護具

： 長時間にわたって取り扱う場合または濡れる場合には耐油性の長袖作業服等を着用すること。

　適切な衛生対策

： この製品を使用する時に飲食または喫煙をしないこと。

： 取扱い後はよく手を洗うこと。  

９　物理的及び化学的性質

外観等 ： 個体
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密度 ： 1.1

溶解性 ： 49℃（融点）

引火点 ： 92℃

１０　安定性及び反応性

安定性 ： 通常の使用条件下において、安定してる。

反応性 ： アルカリ、酸、アンチピリン、抱水クロラール、カンファ―、メントール、サロール、チモールと接触させると危険。

１１　有害性情報 化学物質としての情報

急性毒性

経口 ： ラット経口　LD50 = 1809mg/kg(RTECS2004)により、区分4とした。

生殖細胞変異原性

： 体細胞 in vivo 変異原性試験が陽性(RTECS(2004)、Mutat. Res.(1996))

体細胞 in vivo 遺伝毒性試験が陽性(Environ. Mutagen.(1980)、Environ. Mol. Mutagen.(1994)、RTECS(2004))

であることから、区分1Bとした。

発がん性

： IARC分類がGroup2B、産衛学会勧告分類が第2群B、NPT分類がRであることから、区分２とした。

生殖毒性

： ラット、マウスへの妊娠期のばく露により、生殖影響（着床後死亡率、litter size、生児出生指数への影響など）や

催奇形性（筋骨格系異常、呼吸器系異常など）が見られ、また、交配前ばく露により、

生殖影響（精子形成、卵巣、受精率、性周期への影響、雄生殖器官のがん）が見られた(RTECS2004)ため、

区分2とした。

１２　環境影響情報

水生環境有害性　短期(急性)

： 魚類（ファットヘッドミノー）の96時間LC50=5.24x10~6μg/L(AQUIRE、2003)から、区分外とした。

水生環境有害性　長期(慢性)

： 難水溶性でなく、急性毒性が低いことから、区分外とした。

１３　廃棄上の注意

残余廃棄物の廃棄方法

： 関連法規ならびに地方自治体の基準に従って廃棄する。

廃棄の前に可能な限り無害化、安定化及び中和等の処理を行って危険有害性

のレベルを低い状態にする。

都道府県知事などの許可（収集運搬業許可、処分業許可）を受けた産業廃棄物

処理業者に、専業廃棄物管理票（マニフェスト）を交付して廃棄物処理を委託する。

廃棄物の処理を委託する場合、処理業者などに危険性、有害性を充分告知の

上、処理を委託する。

本製品を含む廃液及び洗浄排水を直接河川等に排出することは避ける。

汚染容器・包装の廃棄方法

： 空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去する。

関連法規ならびに地方自治体の基準に従って適切な処分を行う。

空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去する。
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１４　輸送上の注意

： 直射日光を避け、荷崩れ防止を確実に行う。

重量物を上積みしない。

１５　適用法令

【 労働安全衛生法 】

通知対象物 ： 該当しない。

表示対象物 ： 該当しない。

【 消防法 】

： 該当しない。

１６　その他の情報

製造会社名 ： 株式会社ヤマグチ

製品材料名 ： ウレタンフォーム、添加剤

参考文献

JIS Z 7253 (2019)

NITE(独立行政法人製品評価技術基盤機構)ホームページ

中央労働災害防止協会ホームページ

その他の文献･･･原材料／製品メーカーＭＳＤＳ

　記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データにもとづいて作成しておりますが、含有量、物理化学的性質、危険有害性
等に関しては、いかなる保証をなすものではありません。この情報は新しい情報を入手した場合、追加又は改訂されることがあ
ります。又、注意事項は通常の取扱いを対象にしたものですので、特別な取扱いをする場合には、用途、用法に適した安全対策
を実施の上、ご利用下さい。


